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第52回（平成26年度）北海道優良米出荷共励会最優秀賞受賞者現地報告

第 1部　最　優　秀　賞
（うるち50ha以上）

　　　　　受　賞　者　生産グループの名称　妹背牛町水稲直播研究会
　　　　　　　　　　　代表者氏名　　　　　佐　藤　忠　美
　　　　　　　　　　　代表者住所　　　　　雨竜郡妹背牛町 9区
　　　　　審　査　員　北海道農政部生産振興局技術普及課
　　　　　　　　　　　主査（普及指導）　李　家　眞　理

1 　経営の概況
　⑴　耕 地 面 積　1,181ha（田・畑の合計）
　⑵　水稲作付面積　830ha

項目� 年次 平成24年 平成25年 平成26年 3 カ年の平均

水稲作付面積
727　ha 864　ha 830　 a 807　ha

（576） （673） （597） （615）
注）移植栽培を含む面積。（　）は移植栽培面積。

2 　構成生産者の状況　　46戸

平成24年 平成25年 平成26年

戸　　数 39 45 46

3 　立地条件と稲作の経緯
　妹背牛町は、道内屈指の水田地帯に位置し、山がないため町全域が平坦で、南に石狩川、西
に雨竜川、北に大鳳川が流れ、耕地土壌は沖積土が多い。また、裏日本型の内陸気候のため、
夏は30℃以上、冬は−20℃以下になる。
　直播栽培の導入理由は、農家戸数の減少に伴う地域の水田維持のために、 1戸当たりの水張
り面積増加が必要であることや、春先の労働競合の軽減があげられる。早生良食味品種「ほし
まる」を用いた湛水直播栽培を中心に、高い収量性と品質を維持する生産グループである。

4 　稲作技術の特徴
⑴　有機物の施用と透排水性改善

　水田は、多くが透排水性が不良な泥炭土である。そのため、収穫後の心土破砕は徹底して
行っている。また、ケイ酸成分も不足していることから、融雪促進をかねたケイ酸質資材の
施用も積極的に行っている。ケイ酸質資材の投入量は、60〜140㎏ /10aである。稲わら処理
についても、秋すき込みを積極的に行っており、条件不良により秋に処理できない圃場を除
き、全体の 9割で秋すき込みを実施している。

直播栽培部門　生産グループの部
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項目� 年次 平成24年 平成25年 平成26年

融雪促進または
土壌改良材（㎏／10 a ）

資材名 ケイカル・
みつかね等

ケイカル・
みつかね等

ケイカル・みつかね・
ミツパワー・ミネカル等

施用量 60〜140 60〜140 60〜140

透排水性改善 前年に心土破砕

稲わらの処理法

前年産 春鋤込 10% 10% 10%

当年産
搬　出 ％ ％ ％

秋鋤込 90% 90% 90%

（備考）

⑵　施肥量及び施肥法

　田畑輪換を実施しているため、窒素施肥量は成分で 3〜12㎏ /10aと、復元田等の圃場条
件に合わせた、施肥を行っている。施肥は肥効調整銘柄を使用し、ほぼ全量全層で行ってい
る。倒さない稲づくりを目標に、圃場条件に合わせた窒素量を施用することで、稲が過繁茂
にならないようしている。
　復元田を中心に 6月下旬頃から、肥料切れをおこす圃場があるため、葉色を観察しながら、
ブームタブラによる追肥を行っている。

年次

項目

平成24年 平成25年 平成26年

N P K N P K N P K

基　　肥
（㎏／10 a ）

全　　層 3〜12 3〜7.5 2.4〜3.5 3〜12 3〜6 2.4〜6 3〜12 1.5〜6 1.5〜6

側　　条

追　　肥
㎏／10 a 1〜2 1〜2 1〜2

期　　日 7月上旬 7月上旬 7月上旬

（備考）基肥：BB211LP・BB552LP等、　追肥：硫安・千代田・BBNK20等

⑶　出芽促進技術

　種子消毒は必ず実施し、浸漬期間は12℃、7日間を厳守している。また、初期の水管理の技術面に
課題のある会員は、カルパー粉衣を実施している。播種は5月20日前後の適期播種に努めている。

項目� 年次 平成24年 平成25年 平成26年

種
　
子
　
予
　
措

種 子 消 毒 剤 テクリ−ド35戸
食酢 2戸　無し 3戸

テクリ−ド39戸
無し 6戸

テクリ−ド42戸
無し 4戸

吸水温度・時間 12〜13℃・168時間 12〜13℃・168時間 12〜13℃・168時間

催芽温度・時間 30℃・36時間 30℃・36時間 30℃・36時間
カルパー粉衣％
（乾籾比） 40％　 4戸 30％　 3戸 30％　 4戸

そ 　 の 　 他

播 　 種 　 時 　 期 5月14日〜 5月28日 5 月11日〜 5月27日 5 月12日〜 5月28日

播種量（乾籾換算重） 8〜12㎏／10 a 8 〜12㎏／10 a 7 〜12㎏／10 a

（備考）播種量は平均10㎏ /10 a 程度
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⑷　除草剤・生育調整剤等

　除草は、 6月上旬に一発処理剤を施用する。その後、発生草種に応じ、 4種類の中・後期
剤を使い分け、適切な雑草防除を行っている。
　倒伏軽減剤の散布は全面積の40〜50％程度で、生育を確認しながら倒伏の可能性がある圃
場で行っている。

除草剤名等 処理時期 効　果 残草程度・種類等

①バッチリフロアブル 6月上旬〜中旬 有り 少・ノビエ

②ワイドアタック 6月下旬頃 有り 少・オオアブノメ

③クリンチャー 6月下旬頃 有り 少・葉齢の進んだヒエに効果劣る

④バサグラン 6月下旬頃 有り 無　　　　　　

⑤ビビフル 7月下旬〜8月中旬 倒伏軽減剤

（備考）

⑸　直播栽培に当たって創意工夫ある取り組み等

ア�　水田の利用法としては、水稲の直播栽培と移植栽培、畑作物（小麦）を各複数年（ 2〜
3年ずつ）組み入れた田畑輪換を実施し、土壌の物理性改善や雑草密度の低下を図ってい
る。
イ�　直播栽培に必要な基本技術を実践し、乾田化を進めるとともに、プラウ耕とレーザーレ
ベラーによる均平化を徹底している。
ウ　グループ単位で播種を実施し、作業の効率化を図っている。
エ�　生育、収量調査を行い、学習効果を高めるとともに、研究会全体での成績検討会や事例
発表を行い、情報の共有化を進めている。

⑹　直播栽培に係わる経営的な視点

ア�　播種機、リバーシブルプラウ、レベラーなどの機械は共同利用とし、自主的な点検、整
備、修理を実践し、経費節減を図っている。
イ�　直播栽培の「ほしまる」は、「タネから育ち」という新たな商品アイテムとして販売し
ている。
ウ�　今後も農家戸数の減少により、 1戸当たりの水張り面積は増加する。これに対応するた
め、直播栽培面積を拡大する予定である。

項目� 年次 平成24年 平成25年 平成26年 3 カ年の合計

総 出 荷 数 量　　① 12709俵 16362俵 23045俵 52116俵

製 品 出 荷 数 量　　② 11879俵 15089俵 20919俵 47887俵

一 等 米 数 量　　③ 全量　俵 全量　俵 全量　俵 全量　俵

一 等 米 比 率③／② 100% 100% 100% 100%

（執筆者：北海道農政部生産振興局技術普及課　主査（普及指導）　李　家　眞　理）




